
１．研究課題名：絶滅危惧植物の全個体ジェノタイピングに基づく生物多様性保全に

関する研究 

 

２．研究代表者氏名及び所属： 

  井鷺 裕司（京都大学大学院農学研究科） 

 

３．研究実施期間：平成21～23年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

自然環境に対する人為インパクトの増大によって、多くの生態系で生物多様性が

低下しつつあり、日本列島に生育する維管束植物のうち2割を超える種が、何らかの

形で絶滅の危機にさらされている。絶滅危惧種の保全に関しては、その努力が実り、

個体数が維持・回復している事例もある。しかし、詳細な遺伝解析に基づく保全活動

が展開されている例は少なく、不適切な保全活動がかえって集団の健全性を損なう

問題も懸念されている。 

本研究では、多様な絶滅危惧種を対象に、遺伝子科学における技術革新を活

用することで、野生の全個体をジェノタイピング（遺伝子型を決定すること）するとい

う、野生生物保全策としてはこれまで行われたことのない方法で、詳細な遺伝情報

を獲得する。そして、得られた遺伝情報や生育地情報をもとに、適切な保全策の

構築や、個体群持続可能性の評価を行うことで、生物多様性保全に寄与すること

を目指す。 

 生物多様性保全の重要性は世界的に認知されつつあり、生物多様性条約の

発効(1993年)以降、多くの社会的取り組みが行われている。これら各種の生物保

全活動に対して、遺伝情報に基づく適切な管理指針を供与することにより、活動の

意義やパフォーマンスを著しく上げることが期待される。 

 

５．研究項目及び実施体制 

 ① 定常的な人為インパクト下にある絶滅危惧植物保全に関する研究 （京都大学） 

 ② 地史的環境変動と近年の温暖化リスク下にある高山における絶滅危惧植物保全

に関する研究 （東北大学） 

 ③ 絶滅危惧シダ植物保全に関する研究 （熊本大学） 

 ④ 全個体ジェノタイピングおよび位置情報に基づく絶滅危惧植物個体群の持続可

能性評価に関する研究 （北海道大学） 
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